
BIM/CIM活用業務・工事基礎研修
１）BIM/CIMの概要
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



 建設事業で取扱う情報をデジタル化することで、建設事業の各段階に携わる受発注者のデータ活

用・共有を容易にし、建設事業全体における一連の建設生産・管理システムの効率化を図ること

である。

BIM/CIMとは



 BIM/CIMモデルとは、対象とする構造物等の形状を３次元で表現した「３次元モデル」と「属性

情報」、「参照資料」を組み合わせたものを指します。

BIM/CIMモデルとは



❑属性情報：３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び

物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

❑参照資料：BIM/CIM モデルを補足する（または３次元モデルを作成しない構造物等）従来の２次

元図面等の「機械判読できない資料」

 BIM/CIMモデルとは、対象とする構造物等の形状を３次元で表現した「３次元モデル」と「属性

情報」、「参照資料」を組み合わせたものを指します。

BIM/CIMモデルとは



 BIM/CIMを有効活用することの効果の一つとして、「フロントローディング」がある。

BIM/CIMの活用効果：フロントローディング



 BIM/CIMを有効活用することの効果の一つとして、「フロントローディング」がある。

 事業の初期（フロント）に負荷をかけ、予想される課題等を事前に集中的に検討し、その後の工

程で生じる仕様変更・手戻りを未然に防ぎ、品質向上や工期の短縮化を図ることを指す。

（例）設計段階における鉄筋干渉チェック、仮設工法の妥当性検討 等

BIM/CIMの活用効果：フロントローディング



BIM/CIMの活用効果：コンカレントエンジニアリング

 BIM/CIMを有効活用することの効果の一つとして、「コンカレントエンジニアリング」がある。

 製造業等での開発プロセスを構成する複数の工程を同時並行で進め、各部門間での情報共有や共

同作業を行うことで、開発期間の短縮やコストの削減を図ることを指す。

（例）設計段階で工事発注者の知見も反映することで施工性や供用後の品質を確保 等



BIM/CIM活用業務・工事基礎研修
２）BIM/CIMの適用基準
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



 BIM/CIMに関する基準は以下のとおり

1. 実施方針

2. 様式・記載例等

 業務・工事に関する実施計画書

 業務・工事に関する実施報告書

 活用効果の定量的な評価

 ３次元モデル作成引継書シート

 ３次元モデル照査時チェックシート

 受注者が提出すべき資料

基準は毎年３月末に改訂されているため、

国土交通省のホームページを確認するこ

と！

基準の一覧



 原則適用のポイントとして、事業上の必要性に応じた３次元モデルの作成・活用がある。

BIM/CIM原則適用のポイント：活用内容に応じた３次元モデルの作成・活用



 原則適用のポイントとして、事業上の必要性に応じた３次元モデルの作成・活用がある。

 発注者が活用内容を明確にし、受注者が３次元モデルを作成、受発注者で活用する。

BIM/CIM原則適用のポイント：活用内容に応じた３次元モデルの作成・活用



 原則適用のポイントとして、事業上の必要性に応じた３次元モデルの作成・活用がある。

 発注者が活用内容を明確にし、受注者が３次元モデルを作成、受発注者で活用する。

 活用内容の設定にあたっては、義務項目、推奨項目から発注者が選択する。

BIM/CIM原則適用のポイント：活用内容に応じた３次元モデルの作成・活用



 原則適用のポイントの２つ目は、ＤＳ（データシェアリング）。

BIM/CIM原則適用のポイント：データシェアリング（発注者によるデータ共有）



 原則適用のポイントの２つ目は、ＤＳ（データシェアリング）。

 将来的なデータマネジメントに向けて、発注者がきちんと電子データを受注者に共有する。

BIM/CIM原則適用のポイント：データシェアリング（発注者によるデータ共有）



 原則適用のポイントの２つ目は、ＤＳ（データシェアリング）。

 将来的なデータマネジメントに向けて、発注者がきちんと電子データを受注者に共有する。

 そして、確実な伝達のため、契約後速やかに、発注者が受注者に設計図書の作成の基となった情

報（設計図書を作成した時点での測量・調査・設計等の成果内容、図面、計算書、検討資料等の

データ）を説明する。最新データがあればあわせて提供する。

BIM/CIM原則適用のポイント：データシェアリング（発注者によるデータ共有）



 令和４年１１月から電子納品保管管理システムを利用してインターネット経由で貸与ができるだ

けでなく、受注者も成果品を検索することが可能となっている。発注者の許可によって受注者は

ダウンロード可能となる。

BIM/CIM原則適用のポイント：データシェアリング（発注者によるデータ共有）



BIM/CIM原則適用の概要



対象とする業務・工事

• 測量業務共通仕様書に基づき実施する測量業務

• 地質・土質調査業務共通仕様書に基づき実施する地質・土質調査業務

• 土木設計業務等共通仕様書に基づき実施する設計及び計画業務

• 土木設計業務等共通仕様書に基づき実施する設計及び計画業務

対象としない業務・工事

• 小規模なものとして維持工事

• 単独の機械設備工事・電気通信設備工事（注：土木工事との取り合い箇所等は対象に含む）

• 災害復旧工事等の緊急性を要する業務・工事

工事詳細設計予備設計概略設計
測量

地質・土質調査

◎◎－－－義務項目
３次元モデル

の活用 〇〇〇〇〇推奨項目

◎︓義務 〇︓推奨

対象とする範囲



義務項目

工事詳細設計予備設計概略設計
測量

地質・土質調査

◎◎－－－義務項目３次元モデル
の活用 〇〇〇〇〇推奨項目

◎︓義務 〇︓推奨

「視覚化による効果」を中心に未経験者も取組可能な内容とした活用内容であり、

原則すべての詳細設計・工事において、発注者が明確にした活用内容に基づき、

受注者が３次元モデルを作成、受発注者で活用する。

義務項目



推奨項目

工事詳細設計予備設計概略設計
測量

地質・土質調査

◎◎－－－義務項目３次元モデル
の活用 〇〇〇〇〇推奨項目

◎︓義務 〇︓推奨

推奨項目は、「視覚化による効果」の他「３次元モデルによる解析」など高度な

内容を含む活用内容であり、一定規模・難易度の事業において、発注者が明確に

した活用内容に基づき、受注者が１個以上の項目に取り組むことを目指す。（該

当しない業務・工事であっても積極的な活用を推奨）

推奨項目



作り込みすぎないように十分に協議する

３次元モデルの活用（義務項目）



詳細度と属性情報

３次元モデル作成の目安（義務項目）



特定部＝２次元ではわかりずらい箇所

特定部の定義（義務項目）



出来あがり全体イメージの確認

「浜田河川国道事務所
福光・浅利道路道路高度化検討業務」

活用する場面：地元説明、関係機関協議等
期待する効果：合意形成の促進

視覚化

「山口河川国道事務所
藤生長野バイパス道路予備設計業務」

動画（事業計画概要）、モデル（計画説明）

モデルを用い
た計画説明

事業計画動画

土地利用状況の変化をモデルにて説明

A

B

計画説明

ルート説明

里道跨道道

現況ルート
所要時間 0.5分

新規ルート
所要時間 1.2分

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（１/３）

活用する場面：異なる線形
期待する効果：設計ミスの防止

視覚化

活用する場面：立体交差
期待する効果：干渉チェック、合意形成促進

「広島国道事務所
岩国・大竹道路大竹西ＪＣＴオフランプ橋詳細設計業務」

「鳥取河川国道事務所
鳥取豊岡宮津自動車道予備設計業務」

立体交差する道路との干渉確認

Ｃ、Ｄランプの立体交差

Ｄランプ

Ｃランプ

Ｃランプ

Ｄランプ

異なるランプ橋の位置及び干渉確認

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（2/３）

活用する場面：埋設物、近接施工箇所（既設構造物、仮設構造物、電線等）
期待する効果：干渉チェック・工事発注後の手戻り防止

視覚化

「浜田河川国道事務所
国道191号益田地区電線共同溝設計業務」

「山口河川国道事務所
藤生長野バイパス長野高架橋外橋梁予備設計業務」

既設地下埋設物との干渉確認架空線、埋設管との干渉確認

架空線に干渉

埋設管に干渉

統合モデル

電線等は測量段階
の点群を活⽤し、モデ
ル化コストを縮減

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（３/３） 視覚化

活用する場面：工種間の連携
期待する効果：設計ミスの防止

活用する場面：上部工・下部工の接続部
期待する効果：施工段階での手戻り防止

「福山河川国道事務所
福山道路河手高架橋詳細設計その２業務」

「山口河川国道事務所
佐波川鈴屋地区排水樋門詳細設計業務」

部材毎の干渉チェックの実施樋門と土工の完成イメージ（下段）

施工計画

完成

干渉チェック

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



 活用内容以外の箇所に関する３次元モデルの作成・修正を受注者に求めないようにする。

 地形の精度と構造物の精度のずれにより、地面に埋め込まれたり、隙間があったりすることがあ

るが、３次元モデルの見栄えを整える作業は必要ではない。（既設構造物との取り合い確認の際

は重要であるが、その他の活用内容の場合は原因の把握ができれば十分である。）

３次元モデル活用時の留意点

地形モデルと土工形状モデルとの隙間



３次元モデルの活用（推奨項目）



視認性の確認

活用する場面：信号、交差点等の視認性
期待する効果：後工程での手戻り防止、関係機関との合意形成促進

視覚化

「岡山国道事務所
国道２号大樋橋西高架橋工事」

走行視点動画：既設信号機の視認性の確認

既設信号機が新設橋梁に
隠れることを確認

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）

「岡山国道事務所
岡山環状南道路藤田地区橋梁詳細設計その２業務」

走行視点：交差点部の視距確保状況の確認



重ね合わせによる確認 視覚化

「山陰西部国道事務所
俵山・豊田道路地すべり詳細設計業務」

活用する場面：騒音・振動影響範囲
期待する効果：対策工の必要性検討

活用する場面：地質構造の可視化
期待する効果：後工程での手戻り防止

「岡山国道事務所
総社一宮バイパス井尻野トンネル設計業務」

３次元騒音シミュレーション結果の反映

発破騒音

崩壊の危険性が高い地質・土質箇所の特定

危険箇所抽出

切土法面（想定）

断面図合成

礫岩(緑色)

砂岩シルト岸互層（青色）

地下水以下で崩壊が生じやすい範囲（青点線）(想定）

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



現場条件の確認 視覚化

「岡山国道事務所
総社一宮バイパス下池橋梁設計他業務」

活用する場面：現場での支障物件の確認、施工時の作業範囲等の確認
期待する効果：図面にない支障物件への影響確認、施工段階での手戻り防止

クレーン配置

施工可能確認

「広島西部山系砂防事務所
広島西部山系山本地区砂防堰堤設計他業務」

クレーン作業範囲確認ＪＲ架線や高圧線との離隔距離確認

必要離隔
距離モデル

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



施工管理での活用、ICT施工での活用 省力化・省人化

「山陰西部国道事務所
令和3年度木与防災測量設計業務」

「出雲河川事務所
大橋川左岸下流部護岸整備外工事」

活用する場面：出来形計測・管理
期待する効果：出来形計測・管理の省力化

活用する場面：ＩＣＴ施工
期待する効果：施工段階の省人化・省力化

ＩＣＴ土工データ

ＩＣＴ土工データ（緑）【２次元成果図上に投影】拡張現実技術を活用した監督・検査の効率化

HoloLensの装着

BIM/CIMモデル

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



BIM/CIM活用業務・工事基礎研修
３）BIM/CIM活用業務・工事の流れ
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIM活用業務・工事の流れ



 契約後速やかに、設計図書の作成の基となった参考資料（上表）を受注者に説明します。

※参考資料は、発注作業と合わせて、事前に準備しておく必要がある。

ＤＳの実施：データシェアリングの準備時期について



 契約後速やかに、設計図書の作成の基となった参考資料（上表）を受注者に説明します。

※参考資料は、発注作業と合わせて、事前に準備しておく必要がある。

 特に、業務成果が古い場合、管内修正設計業務等で部分的に修正をしている場合には、検討経

緯・資料の新旧に留意して説明する。手戻りの原因となる。

ＤＳの実施：最新版のデータを共有する



 契約後速やかに、設計図書の作成の基となった参考資料（上表）を受注者に説明します。

※参考資料は、発注作業と合わせて、事前に準備しておく必要がある。

 特に、業務成果が古い場合、管内修正設計業務等で部分的に修正をしている場合には、検討経

緯・資料の新旧に留意して説明する。手戻りの原因となる。

 ＤＳの説明事項は、受注者に対し業務打合せ簿として通知する。

ＤＳの実施：説明事項は、業務打合せ簿として受注者へ通知する



 業界団体からの困り事として、データ貸与の遅れ、古い資料の提供、発注図と異なる図面の提供、

最新版の情報が不明、設計図が現況と整合していないなどの声が届いている。

 手戻りを生じさせないためにも、最新のデータを確実に共有することは非常に重要。

 職員だけではなく発注者支援業務の受注者を含めて留意する。

ＤＳの実施：データ共有での困りごとの声



発注準備（３次元モデルの活用）測量、地質・土質調査



発注準備（３次元モデルの活用）測量



発注準備（３次元モデルの活用）地質・土質調査



特記仕様書記載例（測量・地質調査：発注者指定，推奨項目）



特記仕様書記載例（測量・地質調査：発注者指定，推奨項目）



特記仕様書記載例（測量・地質調査：発注者指定，推奨項目）



特記仕様書記載例（測量・地質調査：受注者希望）



発注準備（３次元モデルの活用）設計



発注準備（３次元モデルの活用）設計



発注準備（３次元モデルの活用）設計



特記仕様書記載例（概略・予備設計：①発注者指定型，推奨項目のみ）



特記仕様書記載例（概略・予備設計：②受注者希望型，推奨項目のみ）



特記仕様書記載例（詳細設計：③発注者指定型，義務項目＋推奨項目）



特記仕様書記載例（詳細設計：④発注者指定型，義務項目のみ）



契約図書は従来通り２次元図面とする

発注準備（３次元モデルの活用）工事



発注準備（３次元モデルの活用）工事，推奨項目の活用有り



発注準備（３次元モデルの活用）工事，推奨項目の活用無し



特記仕様書記載例 (工事：①発注者指定型，設計段階モデル有，義務項目＋推奨項目)



特記仕様書記載例 (工事：②発注者指定型，設計段階モデル無，推奨項目＋(義務項目))



特記仕様書記載例 (工事：③発注者指定型，設計段階モデル有，義務項目のみ)



特記仕様書記載例（工事：④受注者希望型）



BIM/CIM活用業務・工事基礎研修
４）その他の留意事項

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



BIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３.１８）



 ３次元モデル作成に必要な経

費は見積で計上する

 モデル作成のソフトウェア費

用は含まない

BIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３.１８）



 貸与資料の提供はダウンロード

システムを活用する

 受注者にも積極的に周知し、受

注者へシステム利用に必要なID

やパスワードの付与を徹底する

BIM/CIM適用に関する実施方針（Ｒ６.３.１８）



 業務・工事ともに見積

作成を確実に行う

 本省が定めた様式があ

るので、そちらを活用

するように周知徹底す

る

業務・工事における見積作成の徹底と様式の活用



BIM/CIMポータルサイト：https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/spec_cons_new.html

BIM/CIMポータルサイトで検索

BIM/CIMポータルサイトの紹介



これで、

BIM/CIM活用業務・工事基礎研修の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


